
特別支援学級における

児童が関わり合える
自立活動の実践



特別支援学級
の実態

・学力差や発達の差が大きい状況である
ため，異なる学習内容を行うことが多く，
児童同士が関わる機会が少ない。

・学年が上がるにつれ自己肯定感の低下
が見られ，意欲的に物事に取り組むこと
ができなかったり，苦手なことや興味の
ないことに取り組もうとしなかったりす
る。



自立活動「なかよしタイム」の実践

目的

個人の経験だけでなく，集団の中で周囲との関わり
を通した経験ができるようにする。



なかよしタイム
「お誕生日会をしよう」特別支援学級２学級合同（知的・自情）

全体目標
○「お誕生日会」をすることを通して，自分の役割を果たしたり，

お互いに関わり合いながら活動したりすることができる。

[３―（４）・６―（５）]

○相手を喜ばせたい気持ちをもつことができるようにする。

[３―（２）]



なかよしタイム
「お誕生日会の計画をしよう」

・授業の流れ（話し合い活動）

①【集団】何のゲームをするか（２つ決める）

②【集団】係を決める

③【個別】準備をする

④【集団】振り返り



なかよしタイム
「お誕生日会をしよう」

・授業の流れ（係活動・ゲーム等）



A児の実態把握

＜流れ図作成＞

得意なこと・頑張っていること 苦手なこと・困っていること

・学習に意欲的に取り組むこと
ができる。
・責任感が強く，係の仕事や当
番などにしっかりと取り組めて
いる。
・交流学級では，発表をよく頑
張っている。

・こだわりが強く，自分が正し
いと思っていることについては，
たとえ間違っていることであっ
ても認めることが難しい。
・自分に興味のないことにはや
る気を示さず，特に集団活動
についてはしぶることが多い。

＜事例＞



標的行動と達成基準

A児

標的行動「①自発的に自分の意見を１回以上発表する」
「②他者を意識した発言をする」
「③自分の活動を振り返り，頑張ったことを自発的に
１回以上発表する」

達成基準「①②③標的行動が３授業連続できる」

記録方法：授業の様子をビデオに撮り，標的行動のカウントを行う。



指導方法

介入①（全体に対する支援）

・学習内容の提示（視覚化）

・話し合う事柄の焦点化

・「話し方・聞き方ルール」の提示

・活動中のフィードバックや振り返り活動による称賛



介入②（A児に対する個別支援）

（１）司会役を係活動として設定

（２）「今日のめあてカード」の導入

⚫ 初めは，挙手した児童を指名する役割
⚫ 慣れてくれば，みんなの意見をまとめたり，決定事項の確
認を行ったりする。

⚫ A児の今日の授業のめあてを，授業前にカードを見せながら
確認する。

⚫ 授業終了後，指導者と共に，めあてが達成できたかどうか
５段階で自己評価を行い得点化する。同時に指導者がA児の
頑張りを褒める。

2022年7月より介入②を開始



結果
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A児 標的行動①②の記録

① ②

(回)

介入②介入①

①自発的に自分の意見を発表した回数
②他者を意識した発言をした回数

司会のため，
友達を指名す
ることが主と
なり，自分の
発言回数が減
少したことが
原因だと推測

標的行動
記録（回数）



結果
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A児 振り返りの記録

介入① 介入②

(点)

・自発的に発表できた（3点）
・声かけや視覚支援の後に発表できた（2点）
・「〜ができた人？」という指導者の声かけに挙手できた（1点）
・発表も挙手しなかった（0点）

会が時間内に終わ
らず，チャイムが
鳴ってから振り返
りをしたことが原
因と推測

評価基準
（得点）



指導の成果（A児）

・目標の明確化→行動の変化

・自己評価による意欲の向上

・役割による自己有用感の向上

・称賛による望ましい行動の増加



指導の成果（全体）

・１年生から６年生まで全員が課題解決に向けて活動できた。

・他者意識をもたせることができた。

・課題の達成度を上げることができ，成功体験を味わわせる

ことができた。

・活動の見通しをもたせることができた→主体的な行動を引

き出すことができた。

・称賛により，望ましい行動が増加した。


